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各 位 
                          棟方志功記念館存続署名の会 
                            代表 千葉 作龍（青森ねぶた名人） 

 

    棟方志功記念館の存続を求める署名と呼びかけ人のお願い 
 突然のお願いですが、ご無礼をお許しください。 

 棟方志功氏は、板（版）画家として唯一、青森県人として初めての文化勲章を受章し、その業績を

永く伝えるため、青森県、青森市をはじめ多くの人たちの協力により、棟方志功氏の希望を取り入れ、

校倉造りを模し、池泉回遊式の日本庭園と調和し、少数の作品をじっくり見てほしいと展示室の広さ

を抑えた「棟方志功記念館」が１９７５年１１月開館しました。 

 しかし、開館の２ヶ月前に棟方志功氏が亡くなり、借用して作品を展示することが困難になり、県・

市や個人が所有する作品を急遽集めて開館されました。 

総工費２億３千万円と運営費は県が、敷地は青森市が無償貸与し、運営は財団法人「棟方志功

館」で開館したものの、作品は所有していませんでした。 

 そこで、「優れた作品の散逸を防ぐ」ため、県と市の補助金で代表作の購入を行うとともに、県内の

市町村、企業、美術ファンに募金を呼びかけ、精力的に購入を進め、１９８１年には４７作品３８４点を

所蔵するまでになりました。その後も作品の蒐集は続けられ、２０１２年７月に鎌倉市にあった棟方板

画館と合併し、所蔵作品数は１９００点余りとなり、国内最大の棟方コレクションとなりました。 

 棟方志功伝「鬼が来た」を書いた小説家の長部日出雄氏は、「本当の地方の時代は、こうした独自

の特色を持ち、地元の人に限らず県外の人や外国人まで引きつける開かれた魅力を持った地方美

術館の充実などから少しずつつくられていくのではないかと思う」と、同記念館の意義を高く評価して

います。 

 その記念館が、生誕１２０年展示会直前の、昨年６月に突然に閉館が発表されました。県民、市民

にとって「寝耳に水」で、驚きと衝撃、惜しむ声は大きく、全国からも存続の声が上がっております。 

 そこで、存続を求める署名活動を開始することにしましたので、別紙の署名へご協力とご支援をお

願い致します。可能であれば、呼びかけ人にもご参加いただきますようお願い致します。         

記 

１，呼びかけ人にご参加ください。 

２，署名用紙の送付先  ０３０－０８０２青森市本町２－１－１０ 奏海方、電話０１７－７７７－６２００ 

３，活動費ご賛助のお願い  別紙 郵便振替用紙でご協力をお願いします。 

４，現在までの呼びかけ人 

  千葉作龍（青森ねぶた名人） 福士正一（舞踏家） 福士輝子（写真家） 井垣勝男（牧師） 

  平井潤治（版画愛好家） 今村修（古絵葉書収集家） 室谷洋司（自然誌研究家） 蝦名敏昭 

  （版画愛好家） 畠山光吉（映画愛好家） 山下知徳（デジタルクリエーター） 柿崎孝治（地域 

  文化資源研究家） 相馬信吉（郷土史家） 小熊ひと美（棟方志功ファン）  
５，棟方志功記念館存続署名の会ホームページ   

 https://munakatashiko-love.org 

６，棟方志功記念館存続署名の会 署名サイト 

 https://chng.it/DGNLTSfQfC   


